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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光センサ数の増加を抑えて、コスト上昇を抑制
しつつ、センサと各分割領域との距離の違いに起因する
輝度検出の精度差を低減することができるバックライト
装置を提供する。
【解決手段】複数の制御領域４及びセンシング分割領域
８を包含するセンシング領域５毎に光センサ３を配置し
、各センシング領域５内の各センシング分割領域８の中
心と光センサ３との距離が等しくなるように光センサ３
を配置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置用バックライト装置の発光領域を分割してできた領域であって輝度を制御
する最小単位である第１領域と、
　前記第１領域に配列された１個以上のＬＥＤと、
　前記ＬＥＤの輝度検出を行う光センサと、
　複数の前記第１領域から成り、同一の前記光センサによって一括して輝度検出を行う領
域である第２領域と、
　複数の前記第２領域から成り、同一の前記光センサによって時分割で前記第２領域毎に
輝度検出を行う領域である第３領域とを有し、
　前記光センサは、前記第３領域の各々において、前記第３領域を構成する複数の第２領
域のそれぞれの中心との距離が実質的に均一となるように配置されることを特徴とする液
晶表示装置用バックライト装置。
【請求項２】
　光源をＬＥＤとするバックライト装置を搭載した液晶表示装置であって、
　液晶表示装置用バックライト装置の発光領域を分割してできた領域であって輝度を制御
する最小単位である第１領域と、
　前記第１領域に配列された１個以上のＬＥＤと、
　配列された前記ＬＥＤを、入力映像信号に基づき前記第１領域毎に制御する制御回路と
、
　前記ＬＥＤの輝度検出を行う光センサと、
　複数の前記第１領域から成り、同一の前記光センサによって一括して輝度検出を行う領
域である第２領域と、
　複数の前記第２領域から成り、同一の前記光センサによって時分割で前記第２領域毎に
輝度検出を行う領域である第３領域とを有し、
　前記光センサを、前記第３領域の各々において、前記第３領域を構成する複数の第２領
域の各々の中心との距離が実質的に均一となるように配置し、
　前記制御回路は、前記第３領域の前記ＬＥＤを前記第２領域毎に時分割で点灯させ、前
記光センサによって前記第２領域毎に輝度を検出し、
　前記輝度検出値に基づき前記第２領域毎の前記ＬＥＤの輝度の補正量を決定することを
特徴とするバックライト装置を搭載した液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１記載のバックライト装置であって、
　前記第１領域乃至前記第３領域は、四角形を含んで構成されることを特徴とする液晶表
示装置用バックライト装置。
【請求項４】
　請求項２記載の液晶表示装置であって、
　前記制御回路は、定電流駆動でのＰＷＭ制御により前記ＬＥＤの点灯期間を制御するよ
うに構成したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項２記載の液晶表示装置であって、
　前記液晶表示装置用バックライト装置は、前記第２領域の輝度検出値と前記第２領域の
初期輝度との輝度比に基づきデューティの補正量を調整することにより、前記ＬＥＤの輝
度の補正量を決定することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項２記載の液晶表示装置であって、
　前記液晶表示装置用バックライト装置は、前記第２領域の輝度検出値と輝度劣化が最大
である前記第２領域の輝度との輝度比に基づきデューティを調整することにより、前記Ｌ
ＥＤの輝度の補正量を決定することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
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　請求項２記載の液晶表示装置であって、
　前記液晶表示装置用バックライト装置は、前記第２領域の輝度検出値と輝度劣化が最小
である前記第２領域の輝度との輝度比に基づきデューティを調整することにより、前記Ｌ
ＥＤの輝度の補正量を決定することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　液晶表示装置用バックライト装置の発光領域を分割してできた領域であって輝度を制御
する最小単位である第１領域と、
　前記第１領域に配列された１個以上のＬＥＤと、
　配列された前記ＬＥＤを、入力映像信号に基づき前記第１領域毎に制御する制御回路と
、
　前記ＬＥＤの輝度検出を行う光センサと、
　複数の前記第１領域から成り、同一の前記光センサによって一括して輝度検出を行う領
域である第２領域と、
　複数の前記第２領域から成り、同一の前記光センサによって時分割で前記第２領域毎に
輝度検出を行う領域である第３領域とを有し、
　前記光センサを、前記第３領域の各々において、前記第３領域を構成する複数の第２領
域の各々の中心との距離が実質的に均一となるように配置し、
　前記制御回路は、前記第３領域の前記ＬＥＤを前記第２領域毎に時分割で点灯させ、前
記光センサによって前記第２領域毎に輝度を検出するバックライト装置を搭載した液晶表
示装置のバックライト制御方法であって、
　前記第２領域の輝度検出値と前記第２領域の初期輝度との輝度比に基づきデューティの
補正量を調整することにより、前記ＬＥＤの輝度の補正量を決定する液晶表示装置のバッ
クライト制御方法。
【請求項９】
　液晶表示装置用バックライト装置の発光領域を分割してできた領域であって輝度を制御
する最小単位である第１領域と、
　前記第１領域に配列された１個以上のＬＥＤと、
　配列された前記ＬＥＤを、入力映像信号に基づき前記第１領域毎に制御する制御回路と
、
　前記ＬＥＤの輝度検出を行う光センサと、
　複数の前記第１領域から成り、同一の前記光センサによって一括して輝度検出を行う領
域である第２領域と、
　複数の前記第２領域から成り、同一の前記光センサによって時分割で前記第２領域毎に
輝度検出を行う領域である第３領域とを有し、
　前記光センサを、前記第３領域の各々において、前記第３領域を構成する複数の第２領
域の各々の中心との距離が実質的に均一となるように配置し、
　前記制御回路は、前記第３領域の前記ＬＥＤを前記第２領域毎に時分割で点灯させ、前
記光センサによって前記第２領域毎に輝度を検出するバックライト装置を搭載した液晶表
示装置のバックライト制御方法であって、
　前記第２領域の輝度検出値と輝度劣化が最大である前記第２領域の輝度との輝度比に基
づきデューティの補正量を調整することにより、前記ＬＥＤの輝度の補正量を決定する液
晶表示装置のバックライト制御方法。
【請求項１０】
　液晶表示装置用バックライト装置の発光領域を分割してできた領域であって輝度を制御
する最小単位である第１領域と、
　前記第１領域に配列された１個以上のＬＥＤと、
　配列された前記ＬＥＤを、入力映像信号に基づき前記第１領域毎に制御する制御回路と
、
　前記ＬＥＤの輝度検出を行う光センサと、
　複数の前記第１領域から成り、同一の前記光センサによって一括して輝度検出を行う領
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域である第２領域と、
　複数の前記第２領域から成り、同一の前記光センサによって時分割で前記第２領域毎に
輝度検出を行う領域である第３領域とを有し、
　前記光センサを、前記第３領域の各々において、前記第３領域を構成する複数の第２領
域の各々の中心との距離が実質的に均一となるように配置し、
　前記制御回路は、前記第３領域の前記ＬＥＤを前記第２領域毎に時分割で点灯させ、前
記光センサによって前記第２領域毎に輝度を検出するバックライト装置を搭載した液晶表
示装置のバックライト制御方法であって、
　前記第２領域の輝度検出値と輝度劣化が最小である前記第２領域の輝度との輝度比に基
づきデューティの補正量を調整することにより、前記ＬＥＤの輝度の補正量を決定する液
晶表示装置のバックライト制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、発光面を複数の領域に分割し、分割した領域毎に輝度を調整できるバック
ライト装置、それを用いた液晶表示装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の省電力規制に対応するため、液晶用バックライト装置においても消費電力低減が
求められている。そのため、バックライト装置を複数の領域に分割し、分割した各々の領
域毎のＬＥＤの明るさを制御するエリアコントロール技術が特許文献１に開示されている
。
【０００３】
　このエリアコントロール技術を使った液晶表示装置を長時間に亘って使用していると、
分割領域毎に使用するＬＥＤの累積発光時間が異なるため、ＬＥＤの劣化が分割領域毎に
異なり、表示画面上の輝度ムラが発生する。
【０００４】
　そこで特許文献１では、装置の電源オン時、装置からの補正指令があった場合、液晶表
示パネルを黒表示し、ＬＥＤの点滅が分からないようにして、順次分割領域を点灯し、単
一の光センサで各分割領域の輝度を検出し、当該検出された値と設定輝度に対応する目標
値とを比較して算出した差分値に応じて輝度を補正している。
【０００５】
　また、特許文献２では、ＬＥＤの寿命劣化に関する技術ではないが、分割領域に１対１
に対応して光センサを配置し、領域毎に異なる温度上昇による輝度変動を補正する従来技
術が開示されている。
【０００６】
　特許文献３には、１以上のブロックからなる、発光輝度または色度を補正する単位の小
エリアが１個以上あり、当該小エリアによりさらに構成されるエリア（例えば、図２のエ
リアＳＡ）が２個以上隣接する発光領域（例えば図２の補正単位領域ＬＡ）を有し、発光
輝度の制御については前記ブロックごとに可能なバックライト装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－１４５９６４号公報
【特許文献２】特開２００８－２７００９１号公報
【特許文献３】特開２００８－２６８６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記特許文献１では、複数の分割領域からの光を単一のセンサで検出するため、センサ
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に近い分割領域を点灯させたときセンサが感知する照度は大きく、センサから遠い分割領
域を点灯させたときセンサが感知する照度は小さくなる。照度は、光源からの距離に反比
例するため、センサの検出精度がセンサと分割領域との距離に応じて異なってしまう。セ
ンサで検出した照度を元にＬＥＤの発光輝度を補正すると、照度にはセンサと対象となる
分割領域との距離が影響を与えるため、センサからの距離が異なる分割領域のＬＥＤ輝度
の検出精度に差が生じてしまうという課題があった。
【０００９】
　本課題に対して、センサから遠い分割領域のＬＥＤを明るく点灯させ、センサから近い
分割領域のＬＥＤを暗く点灯させることが考えられるが、ＬＥＤの明るさの制御は、定電
流のＰＷＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）で行われるのが一般的で
あり、この場合は、電流値（や電圧値）を変化させる電流制御等の回路を新たに追加しな
い限り、センサと分割領域との距離に応じて輝度値を変化させることはできない。電流制
御等の回路として光源制御部を設置したものが特許文献３に開示されているが、この場合
は、追加した回路の分のコスト上昇を招くことになる。
【００１０】
　また、ＰＷＭによる制御でのＬＥＤの発光期間を制御して、人間が観測することができ
る発光量を制御することも考えられるが、センサの光検出値は、発光期間中のある一点の
時間を代表値として読み取るため、発光期間を長くしても同じ値しか示さず、距離の補正
をしたことにならない。
【００１１】
　更には、特許文献２のように分割領域全てに光センサを配置するということも考えられ
る。この場合は、分割領域数の増加に従って光センサ数も増加するため、大幅なコスト上
昇が伴うという課題があった。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本願発明は、液晶表示装置用バックライト装置の発光領域を分割してできた領域であっ
て輝度を制御する最小単位である第１領域と、第１領域に配列された１個以上のＬＥＤと
、ＬＥＤの輝度検出を行う光センサと、複数の前記第１領域から成り、同一の前記光セン
サによって一括して輝度検出を行う領域である第２領域と、複数の前記第２領域から成り
、同一の前記光センサによって時分割で前記第２領域毎に輝度検出を行う領域である第３
領域とを有し、光センサは、第３領域の各々において、第３領域を構成する複数の第２領
域のそれぞれの中心との距離が実質的に均一となるように配置されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本願発明のバックライト装置は、装置全体の光センサ数の増加を抑えてコスト上昇を抑
制しつつ、センサと各分割領域との距離の違いに起因する輝度検出の精度差を低減するこ
とができるという利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】センシング領域を正方形とする場合の説明図である。
【図２】センシング領域を正三角形とする場合の説明図である。
【図３】センシング領域を正六角形とする場合の説明図である。
【図４】ＰＷＭ制御を行う制御回路及び駆動回路を示す図である。
【図５】第一実施例における制御方法を記載した説明図である。
【図６】第二実施例における制御方法を記載した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本願発明の第一実施例では、同一の駆動回路によりバックライトの分割領域を駆動する
１個以上のＬＥＤ２が配置された領域を制御領域４（第１領域）と称し、複数の制御領域
４から成り、同一の前記光センサ３によって一括で若しくは同時に輝度検出する領域をセ
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ンシング分割領域８（第２領域）と称し、複数のセンシング分割領域８から成り、同一の
光センサ３によって時分割でセンシング分割領域８毎に輝度検出を行う領域をセンシング
領域５（第３領域）と称す。
【００１６】
　換言すると、センシング領域５は複数のセンシング分割領域８から構成され、センシン
グ分割領域８は複数の制御領域４から構成される。
【００１７】
　本願発明は、ＬＥＤ２の劣化によるセンシング分割領域８の輝度低下を、光センサ３を
用いて照度を測定することにより検出し、センシング分割領域８毎に不均一となった輝度
を制御領域毎のＰＷＭ制御によってＬＥＤ２の発光時間を補正して均一化する。光センサ
３を全てのセンシング分割領域８から距離が実質的に均一となる位置に配置し、これに対
応する制御方法を用いて制御することにより、センシング分割領域８毎の輝度検出の精度
差を低減しつつ、装置全体の光センサ３の数の増加を抑えてコスト上昇を抑制する。
【００１８】
　図１はバックライト基板の平面図及び側面図である。センシング領域５が４つの正方形
のセンシング分割領域８から成り、各センシング分割領域８が４つの正方形の制御領域４
から成る場合を示している。バックライト装置１は、フレーム７の内部の底面に基板６を
配置し、基板６の上にＬＥＤ２が、光センサ３が実装されている。
【００１９】
　バックライト装置１の発光面であるフレーム７の上面には、拡散板９、レンズシート１
０、拡散シート１１などの光学シートを備え、ＬＥＤ２が放射する光を散乱させて発光面
での輝度を均一化する。
【００２０】
　ＬＥＤ２は、発光面に対して光の放射面を向けて配置され、ＬＥＤ２の光軸は発光面の
法線方向とほぼ同じである。
【００２１】
　光センサ３はＬＥＤ２と同一の基板６に配置され、光センサ３の受光面はＬＥＤ２の発
光方向と同様にバックライト装置１の発光面を向いている。
【００２２】
　光センサ３は、同一の前記センシング領域５を構成する４つのセンシング分割領域８の
各々の中心との距離が実質的に均一となるように配置され、センシング領域５内をセンシ
ング分割領域８毎に時分割でセンシングを行う。本実施例では、単一のセンサが照度検出
するセンシング分割領域８は４つである。
【００２３】
　光センサ３は、ＬＥＤ２が放射した光を拡散板９が反射した光を検出する。光センサ３
と各センシング分割領域８の中心との距離は実質的に均一である。これにより、各制御領
域４にセンサを配置した場合よりもセンサ数を削減することができ、かつセンシング分割
領域８毎の輝度検出の精度差を低減することができる。輝度補正の制御手順については図
５を用いて後述する。
【００２４】
　上記のように、図１には、制御領域４、センシング分割領域８、センシング領域５をそ
れぞれ正方形とした例を示したが、本願発明はこれに限られるものではない。即ち、本願
発明における制御領域４、センシング分割領域８、センシング領域５を、例えば図２のよ
うに、正三角形のセンシング領域５（センシング分割領域８は二等辺三角形）や、図３の
ように、正六角形のセンシング領域５（センシング分割領域８は正三角形）とする場合に
ついても本願発明が適用可能である。また、全表示領域中のセンシング領域８の個数は、
図１～３に示したものに限らず、これより多い場合にも少ない場合にも本願発明が適用可
能である。いずれの場合も光センサ３から各センシング分割領域８の中心までの距離が実
質的に均一である。
【００２５】
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　次に、本願発明の制御方法について説明する。図４に示した本願発明の制御回路は、定
電流駆動によりＬＥＤ２を点灯させるように構成し、所定の周期毎にＬＥＤ２の点灯期間
、即ち点灯割合であるデューティを制御するＰＷＭ制御を行っている。例えば８ビットの
ＰＷＭ制御の場合、バックライトの分割領域（制御領域４）の明るさは256ステップのデ
ューティで制御可能である。このＰＷＭ制御によってデューティを小さく設定した制御領
域４の輝度は低く、即ち暗くし、デューティを大きく設定した制御領域４の輝度は高く、
即ち明るくなる。
【００２６】
　ＰＷＭ制御の1周期におけるＬＥＤ２が点灯している時間は、デューティ（単位％）と
、１周期（単位秒、周期と称す）の積で決まる。
【００２７】
　すなわち
　　　　　ＬＥＤ点灯時間（秒）＝デューティ×周期　÷１００　　　　　　（式１）
である。
１周期は、例えばＰＷＭの駆動周波数が60Hzの場合、１６．７ｍ秒以下に設定される。
【００２８】
　次に、第一実施例における各センシング分割領域８毎の輝度補正について説明する。
【００２９】
　上記補正は各制御領域４のデューティを再設定することにより行う。この補正は電源投
入時毎に行うものであるが、本願発明はこれらに限られるものではなく、一定期間に一度
（例えば一ヶ月に一度、あるいは使用時間１０００時間経過毎など）実施するものとして
もよい。上記一定期間はディスプレイ装置に組み込まれたタイマーやカウンタによって制
御することができる。
【００３０】
　図５は、センシング分割領域８毎に輝度低下量が異なることによって生じる表示画面上
の輝度ムラを補正するフローである。センシング分割領域８毎に行ったセンシングの結果
に基づきデューティの補正を行い、劣化後の輝度を初期輝度と同程度に戻す。
【００３１】
　まず検出動作が行われていることをユーザに見えないようにするため、液晶表示パネル
を黒表示にする（Ｓ１０１）。
【００３２】
　次にi番目のセンシング分割領域８を構成する全ての制御領域４のＬＥＤ２を点灯させ
（Ｓ１０４）、i番目のセンシング分割領域８に対応したセンサの出力値Ｐ(i,c)を読み込
み（Ｓ１０５）、このＰ(i,c)をメモリに格納（Ｓ１０６）し、i番目のセンシング分割領
域８を消灯する（Ｓ１０７）。iは、1からＮまでのセンシング分割領域８を示す任意の番
号である。本操作をi=1からi=Ｎまでの全てのセンシング分割領域８に対して順次行い（
Ｓ１０９）、同様の操作をC=１からC=Ｋまでの全てのセンシング領域５について行う（Ｓ
１１１）。
【００３３】
　その後、各センシング分割領域８毎のセンサ検出照度と予め設定若しくは検出した初期
照度から、補正後のデューティＤ(i,c)を下記の（式２）で計算する（Ｓ１１２～Ｓ１１
８）。
【００３４】
　　　　　Ｄ(i,c)=Ｄ0(i,c)×Ｐ0(i,c)/Ｐ(i,c)　　　　（式２）
　ここでＰ0(i,c)は出荷時などの初期状態において、ｉ番目のセンシング分割領域８を点
灯させたときにセンシング分割領域８に対応したセンサの出力値である。ただし、出荷時
においては各センシング分割領域８のＬＥＤ２の劣化はないものと考え、全てのセンシン
グ分割領域８において共通の値としてもよい。Ｄ0(i,c)は初期状態におけるデューティの
設定値である。
【００３５】
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　本操作をi=1からi=Ｎまでの全てのセンシング分割領域８に対して順次行い（Ｓ１１６
）、同様の操作をC=１からC=Ｋまでの全てのセンシング領域５について行う（Ｓ１１８）
。
【００３６】
　続いて、（式２）で計算した補正後のデューティＤ(i,c)をエリア制御回路へ送信する
（Ｓ１１９）。
【００３７】
　上記デューティの補正は、全てのセンシング分割領域８の輝度を初期の輝度まで補正す
るように調整するものである。
【００３８】
　本実施例によれば、輝度を補正して初期の輝度を維持し表示画面上の輝度ムラを低減す
ることができる。また、各制御領域にセンサを配した場合と比べてコストの上昇を抑制す
ることができ、かつ、センサと各センシング分割領域８との距離は実質的に均一であるこ
とにより輝度劣化度の検出における精度差を低減することができる。
【００３９】
　以下、第二実施例及び第三実施例として、第一実施例の輝度補正方法とは異なる輝度補
正方法を説明する。補正を行うバックライト装置は第一実施例と同じものである。
【００４０】
　まず、図６を用いて第二実施例について説明する。第二実施例は、センシング分割領域
８毎に行ったセンシングの結果に基づきデューティの補正を行うことにより、各センシン
グ分割領域８の劣化後の輝度を劣化度が最大（即ち、輝度が最小）となっているセンシン
グ分割領域８の劣化度に合わせ、全発光領域において輝度の均一化を図るものである。
【００４１】
　第一実施例と同様に、まず光検出動作が行われていることをユーザに見えないようにす
るため、液晶表示パネルを黒表示にする（Ｓ１０１）。
【００４２】
　次にi番目のセンシング分割領域８を構成する全ての制御領域４のＬＥＤ２を点灯させ
（Ｓ１０４）、i番目のセンシング分割領域８に対応したセンサの出力値を読み込み（Ｓ
１０５）、このセンサの出力値をＰ(i,c)としてメモリに格納（Ｓ１０６）し、i番目のセ
ンシング分割領域８を消灯する（Ｓ１０７）。
【００４３】
　このＰ(i,c)とＰ0(i,c)から、センサ検出照度の出荷時等の初期照度に対する比Ｑ(i,c)
を算出してメモリに格納しているＱmin（出荷時はＱmin＝Ｑrefであり、Ｑrefは例えば１
）と比較し（Ｓ２０２）、センサ検出照度がそれまでのＱminを下回った場合は
、下回ったセンサ検出照度を新たなＱminとしてメモリに格納する（Ｓ２０３）。ここで
Ｑminは全発光領域内で輝度劣化が最大（即ち、輝度は最小）となっているセンシング分
割領域８の輝度劣化度であり、次式で計算する。
【００４４】
　　　　　Ｑmin＝Min(Ｐ(i,c)／Ｐ0(i,c))　（i=1～Ｎ）　　（式３）
　ここでMin(x(i,c))は、i=1からi=Ｎまでに対して、x(i,c)の最小値を意味する。
これにより、劣化度が最大となったセンシング分割領域８を特定する。
【００４５】
　本操作をi=1からi=Ｎまでの全てのセンシング分割領域８に対して順次行い（Ｓ１０９
）、同様の操作をC=１からC=Ｋまでの全てのセンシング領域５について行う（Ｓ１１１）
。
【００４６】
　この後、劣化度が最大となったセンシング分割領域８以外の各センシング分割領域８の
輝度もＱminとなるようにデューティを補正するため、各センシング分割領域８の補正後
のデューティを次式で計算する（Ｓ１１２～Ｓ１１８）。
【００４７】
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　　　　　Ｄ(i,c)＝Ｄ0(i,c)×Ｑmin×Ｐ0(i,c)／Ｐ(i,c)　　（式４）
　ここでＤ0(i,c)は、初期のデューティである。
【００４８】
　本操作をi=1からi=Ｎまでの全てのセンシング分割領域８に対して順次行い（Ｓ１１６
）、同様の操作をC=１からC=Ｋまでの全てのセンシング領域５について行う（Ｓ１１８）
。続いて、（式４）によって算出した補正後のデューティをエリア制御回路へ送信する（
Ｓ１１９）。
【００４９】
　本実施例によれば、各制御領域にセンサを配した場合と比べてコストの上昇を抑制する
ことができ、かつ、センサと各センシング分割領域８との距離は実質的に均一であること
により輝度劣化度の検出における精度差を低減することができる。また、輝度が最小とな
っているセンシング分割領域８以外のセンシング分割領域８のデューティを下げることに
よって補正を行う（デューティを上げることがない）ため、消費電力を増加させることな
くＬＥＤ２の劣化による表示画面上の輝度ムラを低減することができる。
【００５０】
　次に、第三実施例について説明する。第三実施例は、センシング分割領域８毎に行った
センシングの結果に基づきデューティの補正を行うことにより、各センシング分割領域８
の劣化後の輝度を劣化度が最小（即ち、輝度が最大）となっているセンシング分割領域８
の輝度に合わせ、全発光領域において輝度の均一化を図るものである。
【００５１】
　この方法では、（式４）におけるＱminをＱmaxに置き換えて、補正後のデューティを次
式で計算する。
【００５２】
　　　　　Ｄ(i,c)＝Ｄ0(i,c)×Ｑmax×Ｐ0(i,c)／Ｐ(i,c)　　（式５）
　ここでＤ0(i,c)は、初期のデューティである。また、Ｑmaxは発光領域内で輝度劣化が
最小（即ち、輝度は最大）となっているセンシング分割領域８の輝度劣化度であり、次式
で計算する。
【００５３】
　　　　　Ｑｍax＝Max(Ｐ(i,c)／Ｐ0(i,c))　（i=1～Ｎ）　　（式６）
　ここでMax(x(i,c))は、i=1からi=Ｎまでに対して、x(i,c)の最大値を意味する。
【００５４】
　第三実施例の場合は、輝度を補正してＬＥＤ２の劣化による表示画面上の輝度ムラを低
減する場合に、各制御領域にセンサを配した場合と比べてコストの上昇を抑制することが
でき、かつ、センサと各センシング分割領域８との距離は実質的に均一であることにより
輝度劣化度の検出における精度差を低減することができる。
【００５５】
　次に、初期デューティの設定方法について述べる。
【００５６】
　まず、第一実施例における初期デューティの設定方法について述べる。製品出荷時には
一定の初期デューティが設定されているが、本願発明はＬＥＤ２の劣化に伴う輝度低下を
補正するために、デューティを随時調整して輝度を均一にするものである。
【００５７】
　バックライト制御により高輝度化を計るには、初期デューティを可能な限り大きくする
方がよい。初期デューティＤ0(i,c)を上限で１００％に設定した場合、デューティを更に
大きくすることができないため、輝度劣化に対応できない。この場合は定電流源電流値を
大きくすることによって輝度の補正を行うことになるが、電流値を高めると温度上昇を引
き起こし、ＬＥＤ２の劣化を促進させるという問題がある。よって、デューティを大きく
することにより輝度補正を行う場合には、初期のデューティを１００％近傍とせず小さめ
に設定しておくことが望ましい。
【００５８】
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　デューティの補正のみで初期の輝度まで輝度の補正を行う場合は、輝度劣化が最大（輝
度が最小）となった場合の輝度値に基づいて初期デューティを設定する必要がある。
【００５９】
　例えば、ディスプレイ装置の使用によりＬＥＤ２の劣化が最も進行した場合にＬＥＤ２
の発光量がＸ％まで低下すると想定すると、この最も劣化した輝度値に基づく輝度を初期
の輝度にまで補正するデューティＤ(i,c)が、許容されるデューティの上限値（例えば１
周期）になるように初期デューティを設定すれば良い。
【００６０】
　即ち、式(１)より、
　　　　　Ｄ(i,c)＝Ｄ0(i,c)×１００／Ｘ＝Ｄ(i,c)の許容上限値　　（式７）
　　　　　Ｄ0 (i,c)＝Ｘ÷１００×Ｄ(i,c)の許容上限値　　　　　（式８）
　従って、初期デューティＤ0(i,c)をＤ(i,c)の許容上限値のＸ％に設定する。
【００６１】
　具体的には、例えばＸの値として５０％が考えられるが、この場合、初期デューティを
１周期の５０％に設定することにより、最も劣化するセンシング分割領域８の輝度が半減
するまで、初期時の輝度を維持することができる。
【００６２】
　第二実施例において初期のデューティを設定する場合には、できるだけ大きく、例えば
デューティ１００％に近い値に設定することが望ましい。第二実施例では、輝度劣化が最
大となっているセンシング分割領域８以外のセンシング分割領域８のデューティを下げる
ことによって輝度を補正するため、デューティを上げることはない。よってこの場合には
、消費電力をアップすることなく、局所的に発生するムラを抑制することができる。
【００６３】
　次に、第三実施例における初期のデューティの設定方法を示す。劣化が最小であるセン
シング分轄領域８は、ほとんど劣化していない場合も想定される。そのため、第三実施例
において初期のデューティを設定する場合には、劣化が最小であるセンシング分轄領域８
以外のセンシング分轄領域８を、ほぼ初期の輝度にまで補正することとなる。従って、補
正後のデューティは第一実施例と同様に、初期の輝度にまで補正できるように初期のデュ
ーティを設定することが望ましい。よって、第三実施例の初期のデューティは式（８）を
用いて算出される。この場合には、消費電力をそれほど大きく増大することなく、輝度を
維持することができる。
【００６４】
　尚、上記の各実施例でのＬＥＤ２は白色ＬＥＤとし、同一の駆動回路によりバックライ
トの分割領域を駆動する１個以上のＬＥＤ２が配置された領域を制御領域として説明した
が、本願における制御領域はこれに限定されるものではなく、輝度を制御できる最小単位
であればよい。
【００６５】
　例えば、本願発明は、制御できる最小単位領域である制御領域にＲ（赤）、Ｇ（緑）、
Ｂ（青）のＬＥＤを配した場合にも適用可能であることは明らかである。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本願発明は液晶表示パネルに関し、上記の通り、輝度検出の精度差を低減するとともに
、装置全体の光センサ数の増加を抑えてコスト上昇を抑制するという効果を奏するので、
産業上有用である。
【符号の説明】
【００６７】
　１　　バックライト装置
　２　　ＬＥＤ
　３　　光センサ
　４　　制御領域（第１領域）
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　５　　センシング領域（第３領域）
　６　　基板
　７　　フレーム
　８　　センシング分割領域（第２領域）
　９　　拡散板
　１０　レンズシート
　１１　拡散シート
　１２　制御回路
　１３　直流電源
　１４　DC-DCコンバータ
　１５　電流センサ

【図１】 【図２】



(12) JP 2011-27941 A 2011.2.10

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】



(13) JP 2011-27941 A 2011.2.10

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H193 ZE35  ZF06  ZG03  ZG14  ZG43  ZG50  ZG51  ZH08  ZH15  ZH49 
　　　　 　　        ZH57 
　　　　 　　  3K014 AA01 



专利名称(译) 用于液晶显示装置的背光装置，使用该背光装置的液晶显示装置及其控制方法

公开(公告)号 JP2011027941A 公开(公告)日 2011-02-10

申请号 JP2009172675 申请日 2009-07-24

申请(专利权)人(译) 日立消费电子有限公司

[标]发明人 崎田康一

发明人 ▲崎▼田 康一

IPC分类号 G02F1/13357 G02F1/133 F21S2/00 F21V23/00 F21Y101/02

FI分类号 G02F1/13357 G02F1/133.535 F21S2/00.480 F21V23/00.113 F21Y101/02 F21Y115/10

F-TERM分类号 2H191/FA42Z 2H191/FA56Z 2H191/FA59Z 2H191/FA85Z 2H191/FA92Z 2H191/FD42 2H191/GA21 
2H193/ZE35 2H193/ZF06 2H193/ZG03 2H193/ZG14 2H193/ZG43 2H193/ZG50 2H193/ZG51 2H193
/ZH08 2H193/ZH15 2H193/ZH49 2H193/ZH57 3K014/AA01 2H391/AA03 2H391/AB04 2H391/AB21 
2H391/AC13 2H391/AC23 2H391/CA35 2H391/CB04 2H391/CB06 2H391/CB24 2H391/CB26 3K244
/AA01 3K244/BA08 3K244/BA23 3K244/BA27 3K244/BA42 3K244/CA02 3K244/DA01 3K244/DA17 
3K244/DA19 3K244/GA01 3K244/GA02 3K244/HA01

代理人(译) 井上 学
户田裕二

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种背光装置，其能够抑制光学传感器的数量的增加
并且抑制成本的增加，同时减小由于传感器与每个划分区域之间的距离
差异引起的亮度检测精度的差异。 对于包括多个控制区域（4）和感测
分割区域（8）的每个感测区域（5）布置光学传感器（3），并且每个感
测区域（5）中的每个感测分割区域（8）的中心与光学传感器（3）之间
的距离为 光学传感器3被布置为相等。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/30ec07c2-10e8-41cd-ba71-6c4b95021bcb
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043636772/publication/JP2011027941A?q=JP2011027941A

